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Abstract: The behavior survey method using GPS loggers and web-diaries, known as the “probe person 

survey”, has been established in the academic field of traffic studies. However it is difficult to apply this 

method without modifications to record children’s spatio-temporal activities because of large burdens to study 

participants. Hence, we developed a simple version of the probe person survey that uses a small GPS logger 

and activity diary with stickers to survey children’s activities. In this paper, we discuss possibilities of our 

suggested survey method, based on the actual survey results of 80 children in Tsukuba City, Ibaraki Prefecture. 
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1. はじめに 

交通行動調査の長い蓄積が物語るように，都市に

おける生活者の動きを正確に知ることは，科学的根

拠に基づく政策や計画づくりにとって重要である。

都市で生活する「子ども」についても，その動きを

正確に把握することは，例えば，適切な遊び場の質，

量，配置を考えたり，防犯目的での見守りをより効

果的に行うといった局面で，具体的な検討を進める

上での意義があると考えられる。このような背景か

ら，筆者らは，簡易型の GPS とシール式日記を併

用した子どもの行動調査を設計し，実際に調査の実

施を試みた。本稿では，同調査の概要と実施事例を

報告し，同調査の可能性，限界を述べる。 

2. 子どもの行動調査法の設計と実施 

2.1 子どもの行動調査における既存の手法の限界 

 子どもの行動把握の既存の試みには， Benesse 教

育研究開発センター（2010）による生活実態調査や，

地図記入を用いた行動調査（例えば，島田ら，2008）

がある。これらで用いられる調査法は，子どもの行

動内容を，時間もしくは空間と関連づけて把握する

ものだが，行動を時間と空間の両面と関連させるこ

とはできない。また，これらは，様々なバイアスが

想定される子どもの記憶を通した把握法であり，デ

ータの正確性という点に課題がある。 

こうした課題を克服するものに，GPS とウェブダ

イヤリーを併用して生活行動を把握する「プローブ

パーソン調査」がある（JSTE プローブ研究会，2010）。

しかし，GPS の操作やウェブダイヤリーの記入は，

IT スキルの成熟していない子どもにとっては負担

が大きく，実施が難しいという課題がある。 
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2.2 簡易 GPS ロガーとシール式日記による調査法 

 こうした課題を踏まえ，本稿では，子どもの行動

を把握するための調査法として，簡易 GPS ロガー

（以下，「ロガー」）とシール式日記（以下，「日記」）

による子どもの行動調査法を提案する。その概要は

以下の通りである。 

(1) ロガーによる子どもの行動計測 

まず，子どもの行動を計測するための道具として，

小型の GPS ロガー「IgotU」を用いる（図 1）。 

その理由は，第一に，子どもにとって扱いやすい

ことである。IgotU は，小型（4.5×2.9×1.3cm）か

つ軽量（20g）であり，一般的な GPS や GPS 機能付

き携帯電話等と比較して，子どもが無理なく保持す

ることが可能である。そのため，ロガーを保持する

ことによる子どもの行動へのバイアスを小さくす

ることができ，さらに，数日間にわたる継続調査に

も子どもが無理なく対応できる。また，IgotU は防

水機能を有することも利点のひとつである。 

第二に，得られるデータの客観性である。既存の

子どもの行動調査の課題のひとつは，データを子ど

もの記憶に依存することに起因する不正確性であ

った。この点に対し，ロガーによる測位点を通じて

把握される子どもの行動は，機種に依存する計測誤

差の問題をはらむものの，ある程度は正確である。

ロガーを用いることにより，紙地図に時間とともに

一日の動線の記入を求めたり，遊び場での滞在時間

を場所とともに子どもに申告させるような既存の

調査よりも，子どもの行動を時間と空間の両面から

客観的に把握できるものと考えられる。 

第三に，取得されるデータの GIS との親和性であ

る。ロガーを通じて把握される測位点のデータは，

時刻と緯度経度の情報を持った大量のポイントデ

ータとなるが，これは，ジオデータベースとして管

理することができる。これにより，例えば，ポイン

トデータを時刻順に連結させてラインデータを生

成し，時空間パス図

として表現する，あ

るいは，ポイントデ

ータの時空間的な

密度に着目して滞

留点を検出するな

ど，GIS を用いたデ

ータの可視化や空

間分析を容易に行うことができるようになる。 

(2) 日記による属性データの取得 

 ロガーにより子どもの行動を測位すると，子ども

の一日の行動がポイントデータの系列として時空

間的に把握される。しかし，より正確に子どもの行

動を知るためには，移動の交通手段，滞在目的，同

伴者などの質的情報をこれに加味する必要がある。 

 一般的なプローブパーソン調査では，この問題を，

被験者にウェブダイヤリーの記入を求めることで

解決している。すなわち，その日一日，何時に何を

したかを，被験者が自らの GPS の一日の軌跡を画

面上で閲覧しながら PC 上で入力するものである。

しかし，前述のように，子どもにウェブダイヤリー

の記入を求めることは，負担が大きく困難である。 

 そこで，今回の調査では，「まいにちのきろく」

と称するシール式の日記を子どもに渡し，保護者と

一日を振り返りながら，シール貼付によって行動を

報告してもらった（図 2）。その意図は，一日の行

動をシール貼付という手軽な方法で楽しみながら

報告してもらうことと，保護者との共同作業とする

ことにより，子どもの記憶をより正確に報告しても

らうことにある。 

 シール式日記からは，トリップ単位で，一日の子

どもの行動が把握できる。具体的には，貼付された

シールを読み取ることで，トリップチェーンと，滞

在時における滞在目的，移動時における同伴者と交

通手段を知ることができる。この情報をロガーの測

図-1 調査に用いた 

ロガー「IgotU」の装着風景 



位点と関連づけることにより，子どもの一日の行動

をより正確に知ることができるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2「まいにちのきろく」の中身（記入方法のページ） 

2.3 小学校児童を対象とした調査の試み 

このような調査法を用いて，茨城県つくば市の N

小学校において，子どもの行動調査を行った。被験

者は，N 小学校の 5 年生 28 名（男子 14，女子 14），

2 年生 52 名（男子 28，女子 24）の計 80 名である。 

調査の実施に際しては，まず，N 小学校の教員，

PTA に対して説明を行ったうえで，書面にて協力者

を募り，協力を申し出た 80 名の被験者の保護者に

対して，個別に，調査実施方法や得られたデータの

取り扱い方針などについて説明を行った。調査期間

は 2009 年 5 月～6 月の二週間とし，その期間中の

毎日のロガーの保持と日記の記入を求めた。なお，

謝礼として，親子一組につき 2000 円の図書カード

を渡した。天候は全日晴天であった。 

調査実施期間中は，以下の手順を平日（10 日間）

の毎日繰り返した。①朝，登校時に子どもがスイッ

チの入っていないロガーを学校に持ち込み，担任に

渡す，②担任は，学級分のロガーを取りまとめ，教

室内のコンセントに接続されたケーブルを使って，

ロガーの充電を行う，③放課後，下校時に子どもは

ロガーを持ち，所定の方法で保持して帰宅する，④

子どもは，帰宅後，遊びに出かけるときなどにもそ

のままロガーを保持し，最後に帰宅するまで保持し

続ける，⑤最後に子どもが帰宅後，保護者と一日の

行動を振り返り，「まいにちのきろく」を記入する。 

ロガーを用いる際に問題となるのが，①子どもが

保持する際，測位可能なようにロガーを露出して保

持させること，②毎日の充電を欠かさないこと

（IgotU の電池は，満充電にしても概ね一日で切れ

てしまうため），③測位開始時にスイッチを入れ忘

れないようにすることである。今回の調査では，①

については，ネックストラップと手首装着用のアタ

ッチメントを用意し，子どもがロガーを露出させて

持つことができるようにした。②については，担任

の先生の協力の下，教室で毎日確実に充電すること

とした。③については，IgotU のスケジュール機能

を用い，定時（14 時）にスイッチが入るようにし

た。なお，ロガーの測位間隔は電池の容量と計測の

精度のトレードオフを考慮し，今回は 5 秒毎とした。

子どもが朝ロガーを家に忘れてくることが想定さ

れたことから，ロガーは予め 95 台を学校に用意し，

忘れた場合は予備分を放課後持ち帰ることとした。 

80 名×10 日間の調査の結果得られた測位点とト

リップのデータを関連づけることで，個人単位で二

週間の行動をデータベース化した（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 ロガーと日記から得られる情報の関連付け 

（ある子どもの一日の例。黄色の点が 5秒毎の測位点） 

①5/25 15:08下校

②15:10児童クラブ着
③17:06児童クラブ発

④保護者と車で移動

⑤17:10自宅着
⑥18:29自宅発

⑦一人で歩いて移動

⑧18:32公園着
⑨18:53公園発

⑩18:57自宅着



3.得られたデータを元にした分析例 

 こうして把握されたデータは，子どもたちの動き

を表しており，分析者は，そこから多様な情報を読

み取ることができる。以下では分析の一例を示す。  

 N 小学校区内には，4 つの街区公園と 2 つの近隣

公園が存在する。調査で得られた子どもの行動デー

タにはこれらの公園での遊び行動が含まれており，

データから，各公園の遊び場としての特性の違いを

読み取ることができる。  

 GPS のログデータから，各公園を 5 分以上利用し

た子どもの行動を抜き出し，その利用に対応する

「まいにちのきろく」の情報を関連づけて，各公園

における子どもの利用実態を整理した（図 4，表 1）。

図 4 や表 1 からは，6 つの公園間での利用状況の違

いを読み取ることができる。 

図 4 や表 1 のような情報は，従来，各公園に調査

員を配置し，子どもの入退園時刻や同伴者有無，来

訪手段などを調査する，いわゆる「公園利用実態調

査」を経なければ得ることが難しいものであった。

しかし，今回のデータからは，得られたデータの読

み取りからこうした情報を比較的容易に抽出する

ことができた。得られたデータからは，他にも，例

えば，外遊びする子どもの割合，平均的な子どもの

帰宅時間，外遊びが多い場所などを求めることもで

きるが，より詳細な分析については，稿を改めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 対象地域内の公園の時刻別利用人数（二週間計） 

表-1 対象地域内の公園の利用特性 

平均
標準
偏差

平均
標準
偏差

男子 女子 2年生 5年生 徒歩 自転車 あり なし

Sa公園 1 28.4 - 56.5 - 1 - 1 - - 1 1 -
Se公園1 14 34.0 28.6 99.5 30.2 13 1 8 6 9 5 10 4
Se公園2 18 23.8 18.7 136.3 315.2 13 5 9 9 15 3 12 6
U公園 1 5.0 - 274.0 - 1 - 1 - 1 - 1 -
O公園 43 34.8 23.8 147.5 274.0 20 23 23 20 15 27 36 6
I公園 5 38.8 22.1 205.9 155.1 5 - 1 4 5 - 5 -

K公園 15 21.3 15.4 274.2 247.9 11 4 7 8 1 14 10 3

利用
延べ人数

滞在時間（分）
自宅からの
距離（m） 性別（人） 学年（人） 来園手段（人）

公園名

同伴者（人）

 
4. 提案手法の課題 

本稿で提案した調査法は優れた点も有するが，一

方で以下のような課題もある。 

第一に，子どもが，周囲が建て込んだ状況にいる

ときの測位の乱れである。本稿での調査対象地域は

農村地域であったが，この点は，大都市部で同様の

調査を行う際は大きな問題となる。ただし，この点

はロガーの機能向上や，将来的には，準天頂衛星を

利用した測位によって解消される可能性がある。 

第二に，ロガーと日記から得られるデータの関連

づけである。現状では，両者の関連づけは，GPS ロ

グ，既存の地図情報，日記の記入内容の三者を見比

べながらの，分析者の手作業に依っている。この点

は，作業効率上改善の余地があるだけでなく，分析

結果の客観性・再現性という点で問題となりうる。  

 こうした課題はあるものの，大規模に，容易に，

かつ正確に子どもの行動を把握できることは，本稿

で紹介した方法の大きな利点である。同手法が，今

後，子どもの行動調査法の一手法として洗練されて

いくことが期待される。 
 
謝辞 
本研究は，JST-RISTEX の研究開発プロジェクト「子ども

の被害の測定と防犯活動の実証的基盤の確立」（研究代表：

原田豊）の一環として行われた。記して謝意を示す。  
 
参考文献 
Benesse 教育研究開発センター（2010）：http://benesse.jp/be

rd/index.shtml（2010/08/26 閲覧） 
島田貴仁・齊藤知範・雨宮護・茂串誠二・原田豊・雨宮有（2

008）：紙地図と GPS による小学生児童の日常行動の測

定，地理情報システム学会講演論文集，17，351-354 
JSTE プローブ研究会（2010）：http://www.probe-data.jp/inde

x.html（2010/08/26 閲覧） 

0

3

6

9

12

15

18

15
:0

0
15

:1
0

15
:2

0
15

:3
0

15
:4

0
15

:5
0

16
:0

0
16

:1
0

16
:2

0
16

:3
0

16
:4

0
16

:5
0

17
:0

0
17

:1
0

17
:2

0
17

:3
0

17
:4

0
17

:5
0

18
:0

0
18

:1
0

18
:2

0
18

:3
0

18
:4

0
18

:5
0

19
:0

0
19

:1
0

19
:2

0
19

:3
0

利
用
人
数

Sa公園 Se公園１ Se公園２ U公園 O公園 I公園 K公園



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.3

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [1200 1200]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



